
お知らせ

　
「
下
水
道
の
日
」
は
、
下
水
道
の

普
及
・
促
進
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。

下
水
道
に
接
続
を
！

　
下
水
道
の
利
用
が
可
能
に
な
っ
た

区
域
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
遅
滞
な

く
（
汲
み
取
り
便
所
の
場
合
は
、
供

用
開
始
３
年
以
内
に
水
洗
化
し
）
公

共
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
普
及
・
促
進
の

た
め
下
水
道
課
職
員
が
下
水

道
未
接
続
の
ご
家
庭
を
訪
問

し
、
下
水
道
へ
の
接
続
の
お

願
い
と
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
下
水
道
未
接
続
の
ご

家
庭
は
、
早
め
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
へ

　
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

に
は
、
ト
イ
レ
を
水
洗
に
改

造
し
、
台
所
や
お
風
呂
な
ど

の
生
活
雑
排
水
と
と
も
に
下

水
道
へ
流
す
た
め
の
工
事
が

必
要
で
す
。
接
続
工
事
に
つ

い
て
は
、
市
指
定
の
排
水
設

備
指
定
工
事
店
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

下
水
道
に
接
続
す
る
と

・
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す

・
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す

・�

川
や
海
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

・
溝
掃
除
が
楽
に
な
り
ま
す

　
将
来
に
美
し
い
自
然
を
残
す
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。詳

細
は
こ
ち
ら

９月１０日は「下水道の日」です
問  下水道課　☎37・6122

クリーンますクリーンます 汚水ます汚水ます 汚水ます汚水ます 公共ます公共ます 本管本管
側溝側溝

官民
境界

官民
境界

道路道路

排水設備排水設備
（個人で設置、管理します）（個人で設置、管理します） （市が設置、管理します）（市が設置、管理します）

下水道下水道

助
成
対
象
期
間

　
１０
月
１
日
㈭
～

　
令
和
９
年
１
月
３１
日
㈰

助
成
対
象
者

　
小
城
市
に
住
所
を
有
し
、
予
防

接
種
当
日
に
お
い
て
、
生
後
６
カ

月
以
上
１２
歳（
小
学
６
年
生
）ま
で

助
成
金
額

　
同
一
年
度
内
に
お
い
て
１
人
１

回
に
つ
き
１
、０
０
０
円
で
２
回

を
上
限
と
す
る
。
た
だ
し
、
経
鼻

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
１
人
１

回
に
つ
き
２
、０
０
０
円
で
１
回

を
上
限
と
す
る
。

　
市
内
の
指
定
医
療
機
関
以
外
で

接
種
さ
れ
る
人
は
、
償
還
払
い
と

な
り
ま
す
。
償
還
払
い
の
申
請
期

限
は
令
和
９
年
３
月
３１
日
㈬
で
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

　
令
和
９
年
度
に
市
内
の
小
学
校

に
入
学
予
定
の
年
長
児
を
対
象
と

し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
１０
月
２０
日
㈫　
10
時
〜

場
所　
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

内
容　
全
員
で
準
備
体
操（
お
ぎ
、

あ
ー
も
！
体
操
）
や
入
学
予
定
の

小
学
校
ご
と
に
分
か
れ
て
、
自
己

紹
介
や
手
遊
び
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の

ふ
れ
あ
い
活
動
を
楽
し
み
ま
す
。

　
短
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同

じ
小
学
校
に
行
く
友
だ
ち
と
出
会

う
良
い
機
会
で
す
。

※�

園
を
通
じ
て
案
内
す
る
予
定
で

す
が
、
家
庭
内
保
育
、
市
外
の

認
可
外
保
育
施
設
な
ど
に
通
わ

れ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
参
加
を

希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、

９
月
７
日
㈪
ま
で
に
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
電
話
で
保
育
幼

稚
園
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

こどものインフルエンザ予防
接種費用の一部を助成します

問 申  こども家庭課　☎３７・６１０７

就学前園児交流会を
開催します

問 申  保育幼稚園課　☎37・6109

※�市LINE公式アカウント
を友だち追加した後、
二次元コードを読み込
んで申し込みください。

申込はこちらから
（市LINE公式アカウント）
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お知らせ

　
未
来
を
担
う
二
十
歳
の
皆
さ
ん
の

門
出
を
応
援
す
る
協
賛
企
業
・
団
体

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
小
城
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
ま

た
は
団
体

協
賛
内
容

　
二
十
歳
の
式
典
参
加
者
に
配
布
す

る
記
念
品
な
ど

協
賛
企
業
・
団
体
の
紹
介　

①�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
当
日
配
布
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
協
賛
企
業
・

団
体
の
名
称
や
ロ
ゴ
を
掲
載

②�

式
典
の
中
で
協
賛
企
業
・
団
体
を

紹
介

応
募
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
１０
月
３０
日
㈮

　
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小城市二十歳の式典　協賛企業・団体を募集します
問 申  生涯学習課（ドゥイング三日月内）　☎72・1616

　
１
カ
月
（
同
じ
月
内
）
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額

が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
限
度
額
を
超
え
て
お
支

払
い
い
た
だ
い
た
分
を
払
い
戻
す
「
高
額
療
養
費
制

度
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
８
月
１
日
か
ら
の
自
己
負
担
限
度
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

国民健康保険および後期高齢者医療の高額療養費限度額が改正されました
問  保険年金課　☎37・6101

※１　�〈　〉内の金額は、過去12カ月間に高額療養費（世帯単位）の
該当が３回以上あった場合に、４回目以降から適用します（多数
該当）。

※２　�１年間（８月〜翌年７月）の外来の自己負担額の上限額です。

※３　�月額上限および※２の適用後なお残る自己負担額を、
世帯単位で年間集計し、「年間上限」に達した場合には、
令和９年８月以降に申請により支給されます。

※４　一部41万円の場合があります。

※�年間200万円までの区分
と確認できた人は41万円
（償還払い）。

・年間上限は８月～翌年７月の１年間で計算します。
・�過去12カ月間に、同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合は、
４回目以降の限度額を超えた分が支給されます。
・所得の申告がない場合は、上位所得者とみなされます。

70歳以上の場合

70歳未満の場合
所得区分 ３回目まで ４回目以降 年間上限

ア 所得が901万円を超える
270,300円 ＋１％

医療費が901,000円を超えた場合は、
超えた分の1％を加算

140,100円 168万円

イ 所得が600万円を超え、
901万円以下

179,100円 ＋１％
医療費が597,000円を超えた場合は、

超えた分の1％を加算
93,000円 111万円

ウ 所得が210万円を超え、
600万円以下

85,800円 ＋１％
医療費が286,000円を超えた場合は、

超えた分の1％を加算
44,400円 53万円

エ 所得が210万円以下
（住民税非課税世帯を除く） 61,500円 44,400円 53万円※

オ 住民税非課税世帯 36,900円 24,600円 29万円

負担割合
限度区分 外来（個人単位） 外来+入院（世帯単位） 年間上限 ※３国民

健康保険
後期

高齢者医療

３割 ３割

現役並み
所得者Ⅲ

270,300円＋（医療費－901,000円）×１％
〈140,100円〉※１ 168万円

現役並み
所得者Ⅱ

179,100円＋（医療費－597,000円）×１％
〈93,000円〉※１ 111万円

現役並み
所得者Ⅰ

85,800円＋（医療費－286,000円）×１％
〈44,400円〉※１ 53万円

２割

２割 一般Ⅱ 22,000円
（年間216,000円）※２

61,500円
〈44,400円〉※１

53万円
※４

１割
一般Ⅰ
区分Ⅱ 11,000円

（年間 96,000円）※２
25,700円

〈24,600円〉※１ 29万円
区分Ⅰ 8,000円 15,700円 18万円

詳細はこちら
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お知らせ

STOP！不正請求！！　本人通知制度に登録しましょう
問  制度に関すること：市民課　☎３７・６１００／人権に関すること：人権・同和対策室　☎３７・６１３６

本
人
通
知
制
度
と
は

　
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど

は
、
本
人
以
外
（
代
理
人
や
正
当
な

理
由
が
あ
る
第
三
者
）
に
交
付
す
る

こ
と
が
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
人
通
知
制
度
と
は
、
本
人
以

外
に
交
付
し
た
場
合
に
、
本
人
に
対

し
て
交
付
の
事
実
を
通
知
す
る
制
度

で
す
。

　
市
で
は
、
大
切
な
個
人
情
報
を
守

り
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
な
い
取
り

組
み
と
し
て
、
不
正
請
求
や
不
正
取

得
を
抑
止
す
る
た
め
、
本
人
通
知
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
登
録

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
通
知
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前

登
録
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※�

代
理
人
や
第
三
者
な
ど
か
ら
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
交
付
請
求
が

あ
っ
た
場
合
に
、
登
録
さ
れ
た
人

へ
交
付
し
て
よ
い
か
の
確
認
を
行

う
こ
と
や
、
交
付
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
前
登
録
で
き
る
人

　
小
城
市
に
住
民
登
録
や
本
籍
が
あ

る
人（
過
去
に
あ
っ
た
人
も
含
む
）

※�

同
一
世
帯
、
同
一
戸
籍
で
あ
っ
て

も
個
人
単
位
の
申
し
込
み
と
な
り

ま
す
。

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
）

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

　
（
除
票
を
含
む
）

・
戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本

　
（
除
籍
、
改
製
原
戸
籍
を
含
む
）

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

　
（
除
附
票
、
改
製
原
附
票
を
含
む
）

通
知
す
る
内
容

・
証
明
書
を
交
付
し
た
年
月
日

・
証
明
書
の
種
別
、
枚
数

・�

交
付
請
求
者
（
代
理
人
ま
た
は
第

三
者
）
の
区
別

※�

交
付
請
求
し
た
代
理
人
お
よ
び
第

三
者
の
氏
名
・
住
所
は
通
知
で
き

ま
せ
ん
。

第
三
者
に
よ
る
請
求

に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

必要なもの
市LINE公式
アカウント

・マイナンバーカード
・署名用電子証明書暗証番号（英数字６桁～16桁）

市民課
（各出張所
含む）窓口
郵送

・事前登録申込書
　�市ホームページに掲載しているほか、市民課窓口で
　配布しています。
・窓口に来る人の本人確認書類
　�マイナンバーカード、運転免許証、パスポート、在留
カードなど　※郵送の場合は写しを添付してください。
・委任状（代理人の場合のみ）
※未成年者は、親権者が申し込むことができます。

事前登録申し込み方法

申
込
は
こ
ち
ら
か
ら

（
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
）

①事前登録

④本人通知

本人（登録者） 代理人・第三者小城市役所

②交付請求

③審査・交付

市では災害時において、防災行政無線のほかに下記の方法で
情報配信を行っています。市民の皆さんの登録をお願いします。

気象警報や避難情報などの「災害情報」の提供を行います。

メール・電話・FAXを使った災害情報配信サービスを行っています。

放送から３時間以内であれば電話で聞き直すことができます。

小城市防災行政無線が聞こえなかったら・・・

メールのみの場合は、下記のアドレスに空メールを送って登録できます。

☎73・9238

　 bousai.ogi-city@raiden2.ktaiwork.jp

利用するには
登録が必要です

災害への備え！！

全国消防
イメージ
キャラクター
「消太」

市LINE公式アカウントで、防災行政無線の放送内容を確認できます。

こちらからも登録できます▶

※友だち追加後にメニューの「受信設定」から「防災行政無線」を選択してください。

防災対策課　☎37・6119問
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お知らせ

　
歴
史
資
料
館
テ
ー
マ
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
年
に
数
回
、
テ
ー
マ

ご
と
の
資
料
を
入
れ
替
え
な
が
ら

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
期
は
南
里
・
今
村
家
文
書

を
中
心
に
、
中
世
の
小
城
の
政
治

情
勢
を
紐
解
き
ま
す
。

期
間

　
９
月
５
日
㈯
～
１１
月
２９
日
㈰

※�

休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日

　
（
１１
月
３
日（
火・祝
）を
除
く
）、

　
９
月
２４
日
㈭
、
１０
月
１３
日
㈫
、

　
１１
月
４
日
㈬
、
２４
日
㈫

場
所

　
歴
史
資
料
館　
常
設
展
示
室

　
（
桜
城
館  

２
階
）

観
覧
料　
無
料

　
小
城
が
生
ん
だ
明
治
の
書
聖
・

梧
竹
は
、
生
涯
を
か
け
て
書
と
向

き
合
い
続
け
た
一
方
、
神
仏
へ
の

篤
い
信
仰
心
を
持
っ
た
人
で
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
信
心
深
さ
や
神

仏
に
対
す
る
崇
敬
の
念
は
書
作
品

と
し
て
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
梧
竹
の
信

仰
心
が
垣
間
見
え
る
書
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
梧
竹
の
「
祈
り

の
書
」
を
、
ぜ
ひ
、
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

期
間

　
９
月
５
日
㈯
～
１１
月
２９
日
㈰

※�

休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日

　
（
１１
月
３
日（
火・祝
）を
除
く
）、

　
９
月
２４
日
㈭
、
１０
月
１３
日
㈫
、

　
１１
月
４
日
㈬
、
２４
日
㈫

場
所

　
中
林
梧
竹
記
念
館

　
（
桜
城
館  

２
階
）

観
覧
料　
２
０
０
円

　
（
大
学
生
以
下
無
料
）

令和８年度 第２期テーマ展を
開催します

問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

中林梧竹記念館 令和８年度
第２期収蔵品展を開催します

問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

　
近
年
、
漁
期
中
の
降
雨
不
足

に
伴
う
栄
養
塩
不
足
に
よ
り
、

色
落
ち
被
害
が
出
る
な
ど
ノ
リ

養
殖
が
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
ク
リ
ー

ク
の
水
を
有
明
海
に
放
流
す
る

こ
と
で
栄
養
塩
の
改
善
を
図
り

ま
す
。
ク
リ
ー
ク
を
管
理
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
に
10
月
～
３
月

の
間
、
低
水
位
管
理
を
し
て
い

た
だ
き
、
漁
場
環
境
改
善
に
貢

献
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ク
リ
ー
ク
を
管
理
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ノリ養殖漁場環境改善に
ご協力ください

問  農林水産課　☎37・6125
農村整備課　☎37・612７ 　

こ
れ
か
ら
台
風
が
多
く
発
生
す

る
時
期
で
す
。
空
き
家
を
所
有
・

管
理
さ
れ
て
い
る
人
は
、
し
っ
か

り
と
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

対
策
例

・�
瓦
や
外
壁
の
建
材
な
ど
が
落
下
、�

飛
散
し
な
い
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト

や
ロ
ー
プ
な
ど
で
対
策
す
る
。

・�

外
壁
の
ゆ
る
み
が
な
い
か
確
認

す
る
。

・�

敷
地
内
の
草
木
が
風
で
散
乱
し

な
い
よ
う
に
、
事
前
に
剪
定
す

る
。

　
ご
自
分
で
対
策
が
難
し
い
場
合

は
、
建
設
会
社
や
工
務
店
な
ど
に

相
談
す
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

※�

空
き
家
を
適
正
に
管
理
し
な
い

こ
と
に
よ
り
、
他
人
の
家
や
車

な
ど
を
傷
つ
け
た
り
、
け
が
を

さ
せ
た
り
し
た
場
合
は
、
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

空き家の台風対策を
行いましょう

問  定住推進課　☎37・6150

▲南里家文書
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お知らせ

　小城公園は、北側の小高い
丘と南側の池水庭園に分けら
れます。かつて「鯖

さば

岡
おか

」と呼
ばれた北側の丘は、小城藩初

代藩主・鍋
なべ

島
しま

元
もと

茂
しげ

と二代藩主・直能により桜が植樹され、
名も「桜岡」と改められました。
　承応３（１６５4）年に藩主の座を継いだ鍋島直能は、権大
納言・坊

ぼう

城
じょう

俊
とし

完
また

の息女（実父は良
りょう

純
じゅん

親王）を継室に迎え
て、京都の皇族・公家と深く交わった文人大名でした。そ
の一つの結晶とも言えるのが、丘の頂上に建つ「後

ご

西
さい

院
いん

御
ぎょ

製
せい

碑
ひ

」でしょうか。御製碑には延宝３（１６７５）年、直能が
京の後西院（後西天皇）から下賜された、桜岡の花を詠ん
だ和歌が刻まれています。この歌を筆頭にほかの皇族・公
家から贈られた歌１８首と、最後に自分の歌を添えて、直
能は『岡花二十首和歌』をまとめました。これは、彼と朝
廷との関係をよく表したエピソードです。
　直能は、十代の頃から飛

あ す か

鳥井
い

雅
まさ

章
あき

に歌道をまなび、万治
４（１６６１）年には北野天満宮の能

のう

貨
か

より古今伝授を受けた
一流の歌人でした。延宝７（１６７９）年には、編

へん

纂
さん

した『夫
ふ

木
ぼく

和
わ

歌
か

類
るい

句
く

集
しゅう

』を霊
れい

元
げん

天皇の天覧にも供しています。教養

の高い文化人だった直能はまた、桜岡について「桜岡十境」
と「桜岡二十景」を定め、さまざまな景色や音を楽しんだ
りしました。
　現在の小城公園は、こうした直能の夢が詰まった、大き
な文化遺産と言えるでしょう。（続）

小城公園秘話〈２〉  京の文化を愛した鍋
なべ
島
しま
直
なお
能
よし

小城郷土史研究会／著

▲後西院御製碑

小城市内発掘調査成果展「おぎを掘る20」～まちづくりはここからはじまった！？～を開催します
問 申  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

　
令
和
５
・
６
年
度
に
小
城
町
で
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
下
町
遺
跡
の
調

査
成
果
を
中
心
に
、
小
城
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
原
点
に
つ
い
て
発
掘
調

査
の
成
果
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

　
下
町
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
中
期

末
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
集
落
跡
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
２０
基
も
の
竪た

て
穴あ
な

住
居
が
、
同
じ
場
所
に
何
度
も
建
て

替
え
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
道
状

の
空
間
を
設
け
る
な
ど
一
定
の
土
地

利
用
の
ル
ー
ル
で
集
落
が
営
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土は

生ぶ

遺
跡
で
は
令
和
５
年

度
か
ら
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
土
生
遺
跡
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
に
よ
り
大
陸
か
ら
の
新
し

い
文
化
や
技
術
が
伝
播
し
て
き
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
令

和
７
年
度
の
調
査
で
は
、
銅
ノ
ミ
や

青
銅
器
製
作
の
際
に
使
用
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
フ
イ
ゴ
の
羽
口
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
最
新
の
調
査

成
果
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

期
間

　
９
月
５
日
㈯
～
１０
月
１８
日
㈰

※�

休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日
、

　
９
月
２４
日
㈭
、
１０
月
１３
日
㈫

場
所

　
歴
史
資
料
館　
企
画
展
示
室

　
（
桜
城
館  

２
階
）

観
覧
料　
無
料

第
２
回
小
城
の
歴
史
講
座
を

開
催
し
ま
す

「
佐
賀
平
野
に
お
け
る

�

弥
生
時
代
後
期
の
集
落
と
墓
地
」

講
師　
渋し
ぶ
谷や

格い
た
る

さ
ん

　

�（
佐
賀
県
文
化
課
文
化
財
保
護
・

活
用
室
副
室
長
）

日
時

　
９
月
26
日
㈯　
１４
時
〜

場
所

　
歴
史
資
料
館　
研
修
室

　
（
桜
城
館  

２
階
）

定
員　
50
人
（
要
申
し
込
み
）

参
加
費　
無
料

▲小城のまちづくりの原点？
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（７月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額�
(うち消費税相当額)

予定価格�
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

令和８年度　
小城公共下水道事業
畑田第１号管渠布設工事

㈱政工務店、西岡建設㈱、㈱大義建設
㈱下村建設、㈱城南建設、㈱エグチ・ビルド
㈱久保建設、岡本建設㈱、㈱中島工務店

㈱城南建設
43,450,000
(3,950,000)

43,978,000
(3,998,000)

98.80

財政課
☎37・61１７

令和８年度　三日月特定環境
保全公共下水道事業　三日月
舗装復旧第３号工事

㈱政工務店、㈱城南建設、岡本建設㈱
㈱中島工務店

㈱政工務店
16,940,000
(1,540,000)

17,479,000
(1,589,000)

96.92

令和８年度　三日月特定環境
保全公共下水道事業　三日月
舗装復旧第４号工事

㈱中島工務店
17,270,000
(1,570,000)

17,754,000
(1,614,000)

97.27

令和８年度　三日月特定環境
保全公共下水道事業　三日月
舗装復旧第５号工事

岡本建設㈱
12,210,000
(1,110,000)

12,650,000
(1,150,000)

96.52

令和８年度　三日月特定環境
保全公共下水道事業　三日月
舗装復旧第６号工事

㈱城南建設
26,620,000
(2,420,000)

27,478,000
(2,498,000)

96.88

令和８年度
橋りょう維持管理事業
道路メンテナンス事業
橋梁定期点検業務

朝日テクノ㈱、九州技術開発㈱、
㈱トップコンサルタント
㈱有明エンジニアリング、㈱親和コンサルタント
日本建設技術㈱ 佐賀支店、㈱九州構造設計
㈱コスモエンジニアリング 佐賀支店
国際技術コンサルタント㈱
シマウチエンジニアリング㈱、新栄地研㈱
西日本総合コンサルタント㈱
㈱エスジー技術コンサルタント

㈱コスモ
エンジニア
リング
佐賀支店

20,680,000
(1,880,000)

22,649,000
(2,059,000)

91.31

令和８年度　小城市芦刈地域
交流センター多目的ホール
ほか改修工事

エグチ・ビルド・シグマ建設共同企業体
エグチ・ビルド・
シグマ建設
共同企業体

279,950,000
(25,450,000)

280,203,000
(25,473,000)

99.91

令和８年度
牛津地区消防格納庫・水防
倉庫新築工事

㈱エグチ・ビルド、㈱上滝建設 小城営業所
㈱中野建設 小城営業所、㈱中島工務店
㈱大洋建設 小城支店

㈱中島工務店
88,660,000
(8,060,000)

93,148,000
(8,468,000)

95.18

令和８年度　牛津中学校　
体育館照明器具改修工事

㈱鮎川電工、㈱シグマ 小城営業所
㈱永電工、松尾工業㈱ 小城営業所 ㈱永電工

10,241,000
(931,000)

10,560,000
(960,000)

96.98

令和８年度　防災対策事業
小城市防災ハザードマップ
作成・調査業務

東亜建設技術㈱ 佐賀営業所
三井共同建設コンサルタント㈱ 佐賀営業所
国際航業㈱ 佐賀営業所、㈱日本インシーク 佐賀営業所
明治コンサルタント㈱ 佐賀営業所
㈱日建技術コンサルタント 佐賀営業所
大成ジオテック㈱ 佐賀営業所
エアロトヨタ㈱ 佐賀営業所、㈱パスコ 佐賀支店
㈱オリエンタルコンサルタンツ 佐賀事務所
㈱オオバ 佐賀営業所

国際航業㈱
佐賀営業所

15,988,000
(1,453,454)

19,984,800
(1,816,800)

80.00

令和８年度　農業集落排水事業
（機能強化）堀江地区マンホール
ポンプ施設他更新工事

㈱東和、㈱酉島製作所 佐賀支店
㈱ミゾタ、㈱クラフティア 佐賀支店
㈱協和製作所、新明和工業㈱ 流体事業部 
営業本部 九州支店、㈱アイワ

㈱ミゾタ

18,150,000
(1,650,000)

18,557,000
(1,687,000)

97.81

令和８年度　
小城公共下水道事業
東新町中継ポンプ設置工事

17,710,000
(1,610,000)

18,106,000
(1,646,000)

97.81

令和８年度　
小城公共下水道事業
西新町中継ポンプ設置工事

新明和工業㈱
流体事業部
営業本部
九州支店

14,300,000
(1,300,000)

15,609,000
(1,419,000)

91.61

入札結果を公表します
問  財政課　☎３７・６１１７

入
札
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

農業に関する情報を小城市LINE公式アカウントで発信中！

問  農林水産課　☎３７・６１２５

　農業に携わる皆さんの日々の営農にお役立ていただけるよう、市LINE公式アカウントでの情報発信
をスタートしました。情報収集のツールとして、ぜひ、お気軽に「友だち追加」をしてください。
　市LINE公式アカウントの登録の手順は市ホームページからご確認ください。

詳細は
こちら
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